
歴史的文化遺産活用まちづくり基本構想

保存活用のための取り組み

添田町【福岡県】

■策定年月：平成30年3月改訂■人口：9,924人■面積：132㎢
■担当課：添田町まちづくり課（平成30年3月現在）

平成23年度の基本構想策定後、第5次総合計画後期基本計画の重点行動プロジェクトに歴史まちづくりプ
ロジェクトを掲げ、各種の取り組みを推進している。町のシンボルで、古くから信仰を集める霊峰「英彦
山」の下で育まれた歴史的文化遺産の保存活用を通じ、人々の交流と添田町へのシビックプライドを醸成
させ、添田町のファンや定住者・企業者の増加・定着を目指している。

山岳信仰、修験道、水分信仰
街道・要衝、荘園

・歴史的文化遺産のき損・滅失の進行
・歴史的文化遺産の活用施策の展開
・歴史的文化遺産の保存活用における
民との連携

・歴史的文化遺産の価値を堅実に保存
・歴史的文化遺産の魅力を積極的に活用
・官民連携による歴史的文化遺産の保存
活用

英彦山の国史跡指定、保存活用
計画の策定

平成23年度の基本構想策定後、基本構想に位置づけ
た国指定重要文化財中島家住宅の活用に向け、保存
活用計画策定後、全解体修理と活用整備を進めてい
る。地元まちづくり団体等と協議・調整を図り、建
造物の価値の発信、地域の交流拠点等の検討を進め
ている。

中島家住宅の修理、活用に向け
た整備、体制構築

宿坊等を活用した観光プランの
開発

宿坊等の公開活用に向け、官民
連携の保存活用体制構築

平成23年度の基本構想策定後、基本構想に位置づけ
た英彦山の総合調査を進め、国において文化財的価
値が認められ、平成28年度に国史跡に指定された。
現在、史跡英彦山の価値を活かした取組みを盛り込
んだ保存活用計画を策定中である。

宿坊や庭園等の公開に向けた取り組みを進めるとと
もに、宿坊等の歴史的建造物における有料コンテン
ツの創出等により、資金循環型のスキーム構築を図
るなど、官民連携による歴史的文化遺産の保存活用
スキームの構築を進める予定である。

宿坊等の歴史的文化遺産を活用した観光プランの開
発支援を通じ、歴史的文化遺産の普及啓発、交流を
促進する。開発支援にあたっては、着地型観光や宿
泊体験など、アイディアの効果検証を行うモニター
ツアーや社会実験等の実施を支援している。



策定後の成果（見込まれる効果）

関連文化財群

添田町の関連文化財群は、町のシンボル
であり、古くから信仰を集める霊峰「英
彦山」を核とし、英彦山との関係性、歴
史文化の活用面を重視し、設定している。
英彦山を舞台に設定した関連文化財群が
４つ、英彦山から流れ入れる川沿いの集
落、英彦山への英彦山参詣に至る街道を
舞台に各々１つ設定している。

❶英彦山神宮と松会祈年祭

❷英彦山門前と彦山踊り

❸英彦山詣でと英彦山権現講

❹英彦山豊前坊高住神社と信仰

❺英彦山水系流域と伝統芸能

❻英彦山参詣に至る街道・要衝の地と
祭り

平成23年度の基本構想策
定後、歴史的風致維持向上
計画の策定、国の認定を経
て、総合計画の重点行動プ
ロジェクトに歴史まちづく
りが掲げられた。教育委員
会にあった文化財係は、観
光係等と一体となったまち
づくり課に移行することで、
横断的に取り組む体制が整
い、歴史まちづくりを推進
している。
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指定・未指定を問わず文化
財の保護を通じたまちづく
りの基本構想を策定したこ
とで、文化財指定による保
護を打ち出しやすくなった。
これにより、かねてより未
指定の文化財が豊富にあっ
た英彦山の総合調査を実施
し、国史跡に指定された。
保存活用計画策定を通じて、
計画的な文化財の保護を推
進している。

基本構想で位置づけた保存
活用区域において歴史まち
づくりを推進するため、町
の支援により、地元住民等
で構成される勉強会の取り
組みが発展し、地域の歴史
まちづくりを推進する団体
が設立された。中島家住宅
の庭園の草刈りなど、地域
で取り組める活動から着実
に進められている。


